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９ 外国語 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ２ 第２学年 
大修館 

「Compass English CommunicationⅡ」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、情報や考えなどを的確に理解し

たり適切に伝えたリする能力を伸ばします。 

・特に、「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の４技能について学年末までに次のことができるようになるこ

とを目指します。 

□ 授業における英語での問いかけを聞いて、その概要や要点を理解することができる。 

□ 聞き手に伝わるように、教科書を音読、暗唱することができる。 

□ 教科書で学んだ内容や自分の知識・経験に基づき、英語で話し合ったり意見をまとめたりすることができる。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（２単位）及び「英語講読 A」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

◆前もって準備し

た上で、日常的

な事柄について

基本的な語や

表現を使って、

複数の文で描

写することがで

きる。 

◆ ◇ 天 候 、 時

間、物の値段

など、日常的に

必要な事柄に

ついて、決まった

表現や形式を

用いて尋ねた

り、答えたりする

ことができる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰﾃｽ

ﾄ 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼ

ｮﾝ 

 

英語講読A 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰﾃｽ

ﾄ 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼ

ｮﾝ 

 

◆簡単な語や基

礎的な表現を

用いて、身近な

こと（好きなもの

嫌いなもの、学

校生活など）に

ついて複数の文

を書くことができ

る。 

コミュ英Ⅱ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

小テスト 

 

英語講読 A 

ライティン

グテスト 

定期考査 

小テスト 

 

◇◆ゆっくりは

っきりと発話

される基本

的な英文を

１文聞き取

ったあと、リピ

ートすること

ができる。 

◇ゆっくりはっき

りと話されれ

ば、自分自

身や家族、

学校など身

の回りのこと

について聞

き取ることが

できる。 

コミュ英Ⅱ 

リスニン

グテスト 

定期考査 

 

英語講読A 

リスニン

グテスト 

定期考査 

 

◇◆50 語程度

の英文を後

戻りすることな

く一定時間内

に黙読して要

点を理解した

のち、適切な

ポーズをともな

い音読するこ

とができる。 

◇簡単な語や

表現を使って

書かれた短い

物語や伝記

などを理解す

る こ と が で き

る。 

コミュ英Ⅱ 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 

 

英語講読 A 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 
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３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

Words to 

Live by 

 

( 16 時間) 

JK・ﾛｰﾘﾝｸﾞさ

ん、白鵬さん、

ネルソン・マン

デラさんの名言

に込められた、

人生を生きる上

での貴重なメッ

セージを読む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・積極的な態度でペア

やグループでの言語

活動に参加する。 

・聞き手に伝わるよう

に本文を音読するこ

とができる。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考に

しながらペアで伝え合

う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

・音読テスト 

「外国語表現の能力」 

・尊敬する人について

質問したり質問に答

えたリする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」 

・人物に関する説明文 

を読んだり、聞いた 

りして、概要を理解 

する。 

・Summary Chart を利

用して、パートごとに

概要を把握する。 

・人物に関する説明文 

を読んだり、聞いた 

りして、概要を理解 

することができる。 

・定期テストの筆記テ 

ストにおいて、内容 

理解を問う出題によ 

り、内容理解ができ 

ているかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了（継続）、関

係詞を含む形容詞節

による後置修飾の仕

方を理解している 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・現在完了（継続）、

関係詞を含む形容

詞節による後置修

飾の仕方を理解し

ている 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テス

トの筆記テストにお

いて、知識が身に付い

ているかを判断する。 

Lesson 2 

Takuya’s 

Adventure 

In Canada 

( 16 時間) 

カナダ、バンク

―バでホームス

テイを体験した

高校 2 年生の卓

也が、多文化社

会や異文化コミ

ュニケーション

について何を考

え、何を学んだ

かについて読

む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・積極的な態度でペア

やグループでの言語

活動に参加する。 

・聞き手に伝わるよう

に本文を音読するこ

とができる。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

・音読テスト 

「外国語表現の能力」 

・与えられたテーマに

ついて、意見を交換

する。 

・ワークシートを用いて、

例示する表現を用いて

自分の意見を書く。 

・与えられたテーマに

ついて、意見を交換

することができる。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」 

・体験に基づく説明文

を読んだり聞いたり

して、体験から何を

学ぶことができるか

・パートごとに、関連し

た画像などを見なが

ら、主人公の体験につ

いて読み、イメージと

・体験に基づく説明文

を読んだり聞いた

りして、体験から何

を学ぶことができ

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができている

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 
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を意識しながら概要

を捉える。 

ともに、その内容を理

解する。 

るかを意識しなが

ら概要を捉えるこ

とができる。 

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去の基本的

用法を理解し、正し

く使うことができ

る。 

・SVO(O=whether/if

節) および不定詞の

否定(Try not to…な

ど)の使い方を理解し

ている。 

・基本的な原形不定詞

(知覚動詞)の使い方

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・仮定法過去の基本的

用法を理解し、正し

く使うことができ

る。 

・SVO(O=whether/if

節) および不定詞

の否定(Try not to

…など)の使い方を

理解している。 

・基本的な原形不定詞

(知覚動詞)の使い方

を理解し、正しく使

うことができる。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テス

トの筆記テストにお

いて、知識が身に付い

ているかを判断する。 

Lesson 3 

Cooking 

with the 

Sun 

 

(16 時間) 

太陽の光だけで

調理することが

できる「ソーラ

ークッカー」の

仕組みや使い

方、またそれが

自然環境や開発

途上国の人々の

生活にどのよう

な恩恵を与える

かについて読

む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・積極的な態度でペア

やグループでの言語

活動に参加する。 

・聞き手に伝わるよう

に本文を音読するこ

とができる。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

・音読テスト 

「外国語表現の能力」 

・器具の使い方につい

て簡単な英語で説明

する。 

・ワークシートを利用し

て、器具の使い方を簡

単な英語で書く。 

・器具の使い方につい

て簡単な英語で説

明することができ

る。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」 

・科学や環境に関する

説明文を読んだり聞

いたりして、図や写

真を参考にしながら

概要を理解する。 

・パートごとに、本文の

音声を聞き、ワークシ

ートにメモする。 

・科学や環境に関する

説明文を読んだり

聞いたりして、図や

写真を参考にしな

がら概要を理解す

ることができる。 

・定期テストにおいて、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較級の強調、関係

代名詞の継続用法、

未来進行形の使い

方。 

・SV(知覚動詞)O +現在

分詞(-ing) の過去完

了の使い方を理解し

ている。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・比較級の強調、関係

代名詞の継続用法、

未来進行形の使い

方、SV(知覚動詞)O 

+現在分詞(-ing) の

過去完了の使い方

を理解している。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、知識が身

に付いているかを判

断する 

Lesson 4 

Mandy 

Loves 

Japanese 

Food 

 

(16 時間) 

日本でホームス

テイ体験をした
オーストラリア
の高校生マンデ

ィが、日本の食
文化について学
んだことや感じ

たことを記した
レポートを読
む。」 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・積極的な態度でペア

やグループでの言語

活動に参加する。 

・聞き手に伝わるよう

に本文を音読するこ

とができる。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

・音読テスト 

「外国語表現の能力」 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 
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・日本の食べ物につい

て簡単な英語で紹介

する。 

・水問題について、デー

タや数値などの情報を

再話し、自身の考えな

どを、グループで互い

に発表しあう。 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、

水問題についての

情報や考えなどを、

聞き手に伝わるよ

うに話すことがで

きる。 

・グループでの言語活動
を観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」 

・異文化体験について

のエッセイを読んだ

り聞いたりして、筆

者の気持ちや気づき

を読み取る。 

・つながりを示す語やフ

レーズをたよりに、論

理の展開を読み取る。 

・つながりを示す語や

フレーズに注意し

て文章を読み、論理

がどのように展開

しているかを把握

することができる。 

・定期考査の筆記テスト

において、内容理解を

問う出題により、内容

理解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・前置詞+関係代名詞、

過去分詞の分詞構文

（付帯状況）、

with(付帯状況)の使

い方。 

・過去完了の使い方を

理解している。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・前置詞+関係代名詞、

過去分詞の分詞構

文（付帯状況）、

with(付帯状況)の

使い方、過去完了の

使い方を理解して

いる。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、知識が身

に付いているかを判

断する 

Lesson 5 

Table for 

Two 

 

( 16 時間) 

ニューヨークの

レストランで、

たまたま相席す

ることになった

デボラとジョセ

フの出会いと、

その結末に至る

紆余曲折につい

ての物語を読

む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・積極的な態度でペア

やグループでの言語

活動に参加する。 

・聞き手に伝わるよう

に本文を音読するこ

とができる。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を観

察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

・音読テスト 

「外国語表現の能力」 

・電話で待ち合わせ時

間と場所を決めるこ

とができる。 

・ペアを組んで、電話で

待ち合わせ時間と場所

を決める会話をしてみ

る。 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、

電話で待ち合わせ

時間と場所を決め

ることができる。 

・グループでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」 

・出会いをテーマにし

た物語を読んだり聞

いたりして、ストー

リーの流れや登場人

物の感情を理解する 

・関連した画像などを見

ながら、近現代の歴史

について読み、イメー

ジとともに、その内容

を理解する。 

・出会いをテーマにし

た物語を読んだり

聞いたりして、スト

ーリーの流れや登

場人物の感情を理

解することができ

る。 

・定期テストにおいて、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVOO(O=if 節)、複合

関係詞、SV(知覚動

詞)O+過去分詞の使

い方を理解する。 

・仮定法過去完了の基

本的用法を理解する 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・SVOO(O=if 節)、複

合関係詞、SV(知覚

動詞)O+過去分詞

の使い方を理解す

る。 

・仮定法過去完了の基

本的用法を理解し、

正しく使うことが

できる。 

・定期テストにおいて、

知識が身に付いてい

るかを判断する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 


